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移動 タンク貯蔵所安全弁点検 を10月20日(火)に リア スホ ール 第2駐 車場 に

お い て実施 す る予定 です。

移動 タンク貯蔵所は、消防法第14条 の3の2に よ り年1回 以上 点検 を し、

そ の結果 を点検記録表 に記録保存することになっています。

移動 タンク設置事業所は、是非点検 され るようお願 い します。

纈 艇厳 鍵険物保顯講習禽実施に剛 漁
平成27年 度 危険 物取 扱者保 安 講 習会 が10月26日(月)に 大船 渡市 民 文化会 館 「リア スホール」 において実施 さ

れます。本年度の受講義務者(す で に受 講 申込 み の方)は 、忘 れず に受 講 され ます よ うお願 いいた します。

なお、本講習会 に関す ることは、(一 社)岩 手 県危 険物安 全 協会 連合 会 の ホー ムページで も確認 できます。

http://www.ad.εr〔(()ne-net.jp/～iwshokyo/kak/

簗慶物腿 者鍾塗幾鐘講習 日程嬉議 漁
勉 危険物取瀦 試脚 、。月 、7日(土)《 大鍛 市 》

『準 備 講 習 会 』(県 協会 主催)

1開 催 日及 び 会場

平成27年9月14日(月)、15日(火)花 巻 市 交流会 館(花 巻 市葛 第3地 割183-1)

9月17日(木)、18日(金)一 関市文 化セ ンター(一 関市 大手 町2-16)

9.月24日(木)、25日(金)岩 手 県 高校教 育会館(盛 岡市 志家 町11-13)
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時 間9時 ～12時 、13時 ～16時

受 講 料(テ キ ス ト含 む)

会 員 事 業 所 ・学 生8,500円

非 会 員 事 業 所13,500円

申込 受 付 平 成27年9月7日(月)ま で

※準備講習会の申込用紙は、気仙地区危険物安全協会にあります。

強 テキス トをご希望の方は、気仙駆 危険物安全協会 にて販売いた しまS- .乙 鱗4類 、.5。 。円
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轍7禦 痩防災研修翁開催暦訓 派i
危険物 の保 安に対す る意識 の高揚及び啓発 を推進す ることを 目的 として、岩手県危 険物安全協会連合会

との共催 によ り防災研修会 を開催 いた します。

東 日本大震災後 に岩手県 を含 む東北地方の沿岸 で屋外 タンク貯蔵所の被害状況にっいて調査 した結果 を、

消防研究セ ンター主幹研究官 の畑 山健博士 を招 き、講演 を していただ きます。

今後 の防災対策 に役立っ内容 です ので、研修会 の主 旨をご理解 いただ き、多数 のご参加 をいただきます

よ うお願い 申し上げます。

また 講 師へ質 問等 ございま した ら、事前 に質 問内容 を取 りま とめ、研修会 にて回答 をいただきたい と

思いますので圭面にて9月11日(金)ま でに消防本部へ提 いただきます よ うお願いいた します。

FAX可(FAX27-7414)

『防災研修会』(県 協会共催)
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実施 日時 平成27年9月30日(水)14時 ～

場 所 シーパル大船渡2階 会議 室

研修内容

講演 タイ トル 『東 日本大震災 にお ける屋外 タンク貯蔵所の津波被害』(予 定)

講 師 消防研究センター主幹研究官 畑 山 健(は たやま けん)博 士

網縫 翫 響れ東㍊)
■学 歴

平成4年3.月 京都 大学理学部卒業

平成6年3月 京都 大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程修了(理 学修 士)

平成9年3月 京都 大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻博士後期課程修了 ノ

平成9年5月 博 士(理 学)(京 都大学)(理 博 第1861号)

■職 歴

平成9年4月

平成13年1月

平成13年4月

平成15年4月

平成18年4月

平成19年4H

平成21年7月

平成22年4月

平成25年4月

平成25年4月

自治省消防庁消防研究所 研究官

総務省消防庁消防研究所 研究官

独立行政法人消防研究所 研究官

独立行政法人消防研究所 主任研究官

総務省消防庁消防研究センター 主任研究官

総務省消防庁危険物保安室 課長補佐

総務省消防庁消防研究センター 主任研究官

UnitedStatesGeologicalSurveyVisitingResearchScientist

総務省 消防庁消防研究セ ンター 主幹研究官

横浜国立大学客員准教授

現在に至る

■賞 歴

平成19年5月

平 成20年5H

平 成26年5.月

(社)日 本 地震 学会2006年 度論文賞

(社)日 本 高圧力技 術協会 科学技術賞

(一社)日 本 高圧力 技術 協会 科学技術特別賞


